
あきる野市 市長公室 プレスリリース  平成２９年（２０１７年）１０月２５日 

 

 

 

 

 

 

障がい者（児）は学校を卒業すると体を動かす機会がなくなる、障がい者（児）に

対する災害時支援の輪を広げたいなどの意見が寄せられたことから、市・障がい者団

体・消防署・警察署・スポーツ推進委員会等が共同で、「受身ではなく、楽しみなが

ら防災とスポーツを一体的に学ぶことのできるイベント」を考え、本イベントを実施

する。 

①障がい者がスポーツに参加しやすい環境づくり 

２０２０年開催の東京パラリンピックの開催に向け、障がい者スポーツへの関心を

高めるとともに、障がい者が積極的にスポーツ活動に参加する機会を提供する。 

②災害時に向けた備えとして、障がい者ができることを学ぶ場づくり 

災害弱者である障がい者が支援を受ける側の立場だけでなく、少しでも自分の身は

自分で守り、他者を支援できる側になれるよう、防災意識の醸成等を図るため、防災

体験の機会を提供する。 

 

問合せ先 あきる野市障がい者支援課  

課長：小澤、担当：坂本、津金 

     電話：０４２－５５８－１１５７（直通） 

ＦＡＸ：０４２－５５８－１１７０ 

 

 

主な内容 

１ 開催日 平成２９年１０月２８日（土）９時３０分から１４時まで（雨天開催） 

２ 場 所 ・都立秋留台公園（あきる野市二宮６７３番地１） 

      ・秋川体育館（あきる野市二宮６８３番地） 

３ 内容 

・防災運動会を開催 

  みんなで火を消せ！バケツリレー（「１６人のバケツリレー」で初期消火のタイムを競い

ます。） 

・スポーツ体験ブースの設置 

  走り高跳びでパラリンピックに出場した鈴木徹選手が参加し、交流・スポーツ体験を実

施。その他、ボッチャ体験、フライングディスクなどの体験も合わせて実施。 

・防災体験ブースの設置 

 はしご車乗車体験、消防カート乗車体験、起震車乗車体験、災害対応相談窓口、「火事だ

ー！」大声チャレンジ、消火器水出し体験、煙体験、ダンボールトイレ体験、担架を持っ

てみようコーナー ほか 

１０月２８日㈯ ９時３０分から 

障がい者防災・スポーツフェア 2017開催 
～障がい者（児）と子どもたちの防災運動会～ 


